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1．  始めに   

オペレーションズ・リサーチ学会統合オペレーショ  

ン特別研究プロジェクト・特設Glグループでは，北  
海道「遊」産業における戦略的情報技術の活用をテー  

マに，観光情報学の確立を一つの目標として研究活動  
を行ってきた．以下に本研究グループの進行状況につ  
いて報告する．   

2．  研究会活動状況   

平成13年度は12月現在の段階で第4回～第6回の  

計3回の研究会を行った．以下に研究会の内容を示す．   

第4回研究会  

日 時：平成13年4月25日（水） 参加者：14名   

1．「WwⅣ検索に基づく北海道観光情報の分析」  
金城 伊智子 （北海道大学工学研究科）   

金城氏は，効果的に北海道頼光情報を提供可能なメ  
ディアの検肘を行い，各メディアのメリットデメリッ  
トを検討した．その中でWWWを取り上げWd）上  
の北海道観光情報を分析する上でのHTML文章にお  

けるタグ情報の重要性を説明し，WWW検索に基づく  
W曲ページのタグ分析についての説明が行われた．タ  

グ情報を利用することにより，m≠m文章全てを解析  
することなく内容の把握が行えること，今後，北海道  
観光情報の概念形成支援を意図した情報可税化などへ  

の応用を目指していることが説明された．   
2．「北海道「遊」産業における観光情報の可視化  

と概念形成支援J 斎藤 一 （北海道情報大学）   
斎藤氏によって，北海道観光情報の概念形成を支援  

するためのテキストマイング及び情報可視化方法が提  

案された．具体的には，提案手法におけるWWW検索  
結果からの情報収集，茶芙を用いた形態素解析，キー  
ワードベクトル算出方法，Sp血gMo血1を用いたキー  
ワードラベルの配置方法に関する説明があった．討論  
でIもW趨の第1ページ目をキーワード抽出の対象と  

している机概念形成のためにはレイダーチャートの  

ような手法を用いて各サイトの全ページを分析・表現  

し，それらの比較を行うことによって北海道観光惜敗  
の概念形成をより促進させることが可能ではないかと  

いう指摘がなされた．   
3．「北海道観光情報分析のためのWめテキストマ  

イニングシステムの実現」 長尾 光悦 用瀬道大 

学工学研究科）   

北海道観光情報を収集・分析するためのWめテキス  

トマイングシステムにいての説明があった．具体的に  
は，8つのWWW上のサーチエンジンに対してクエリ  
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を送信し，それぞれのサーチエンジンが返す結果を統  

合して表示するメタサーチモジュールの実現方法及び  

それら収集した情報を分析するためのテキストマイン  

グ技術に関しての説明があった．⊥方，討論において  

はより有効な北海道観光情報のための情報の統合化，  
ⅩMLによる北海道観光情報用のタグを用いたデータ  

ベース化など様々な課題があることが指摘された．   

第5回研究会  

日 時：平成13年7月12月（木） 参加者：17名  

「北海道観光に明日はあるか」田村 雄司氏（北海  

道新聞）   

田村氏は，本年，北海道新聞において連載されたコ  
ラム「旅遊革命」のチーフ記者であり，北海道におけ  
る観光産業の調査を行ってきた．まず，なぜ今，観光  
というテーマを取り上げたのか，そして北海道観光産  
業の実態についての説明が行われた．更に，海外にお  
ける観光産業の事例等が紹介された．   
艶毎年旅行代粗吉，航空会社が観光地としての  

キャンペーンを行っているのは日本国内では北海道と  

沖縄だけであり，北海道は観光地としての魅力は非常  
に高い．しかしながら，現在の北海道観光産業におい  

ては宿泊施設におけるホスボタリティや施設自体の問  

題等，他の地域と比較して劣っている面が存在し，改  
善がなされなければならないことが指摘された．   

また，近年は，従来の団体旅行よりも個人旅行の形  
態で来道する観光客が増加している．このような個人  
旅行の鎗合には観光客のニーズは多種多様であり，こ  
れらに柔軟に対応することが可能な観光産業の形態を  

構築していく必要があることが指摘された．   
最後に，大内主査より統合オペレーション特設Gl研  

究会に「食産業における汀活用」を新たなテーマとし  

て追加することが提案された．   

第6回研究会  

日 時：平成13年11月20日（火） 参加者：12名  

「北海道「遊」産業における個人適応型ポータルナイ  

トの構築」大野貴司（北海道大学大学院工学研究  

科）   

北海道「温一産業に関するWWWサイト数の急速な  

増加に伴い，ユーザが効果的に目的とする情報を収集  

することができるボータルサイト構築の必要性が高ま  

ってきている．既存のボータルサイトの多くは，全て  

のユーザに対して同一の情報を同一の方式で提哀して   

ー70－  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



（2）必要とされている北海道観光情報の調査と分析   

アクセスログ調査に基づくコンテンツモデルの分析  

とユーザモデルの構築  

（3）北海道観光情報ネットワークを利用したビジネ  
スモデル   

水平統合による統合ビジネスモデルの構築  

（4）北海道観光情報サイトの実証実験   

統合ビジネスモデルに基づく実験サイトの立ち上げ  

の4項目を以下のようなステップで段階的に研究を進  

めていく．   

（1）のサイトの収集・解析では，膨大な数のm  
文章から如何にして観光に特化した情報を抽出するか，  
そしてそれらのm文章からどのような情報を取  
り出すかが重要な課題となり，現段階ではm文章  
のタグに着目した出現単語解析に基づいてサイトの分  

類・出現単詩の分類を行う．  
（2）では，サイト構成に基づく制作者の制作意図の  

コンテンツモデルとアクセス履歴に基づくユーザモデ  

ルの二つの比較から必要とされている北海道観光情報  

を明確にする．  

（3）では（1）と（2）の分析結果を用いて，交通や宿  
泊の予約等の旅行計画を行う水平統合ビジネスモデル  

という形で具体化する．   
四）では，実社会やインターネット上の情報にあわ  

せて進化する観光情報サイトを試作し，提案する方法  
の評価を行う．   

現在までは（1），（2）に関する予備的な研究を行い，  
その成果を以下の学会で発表してきた．   

● 長尾 光悦，大内 東：W払検索における情報統  
合化に関する研究，電子情報通信学会技術研究報告，  
DE2001－16～36，押．103－110（2001〝）．  

・金城 伊智子，大内 東：北海道観光情報のため  
のW払データ分析に関する研究，電子情報通信学会  
技術研究報告，DE2001－78～1関，押．労・105P001〝）．  

● 斎藤 一，大内 東：観光情報に関する概念形成  
のためのWWW文章の可視化方法の検討，電子情報  
通信学会技術研究報告，2001－DBS125の，押．屯舛光  
（2001／7）．  

● 金城 伊智子，長尾 光悦斎藤 一，大内 東：  
北海道「遊」産業情掛こおけるⅥ屯bマイニング，◆2001  

年度日本オペレーションズ・リサーチ学会秋季研究  

発表会（2001／9）．  

● 斎藤 －，金城 伊智子，長尾 光悦，大内 東：  
観光情報に関する概念形成セッションの提案と考察，  
2001年度日本オペレーションズ・リサーチ学会秋季  

研究発表会（2001／9）．  

今後も特設Glの一つの方向性として，この研究計  

画に沿って研究を行っていく予定である．  

いる．大野氏の発表では，個人適応型WWWにおける  

ユーザモデル構築法を用いて，ユーザ1人1人の特性  

に応じて情報内容と情報提示方式を動的に変更するこ  

とができるポータルサイトの構築を目標に，WWWの  

閲覧履歴からユーザの特性を抽出する方法について説  

明があった．   

3．・今後の方向性   
特設Glにおける研究会の議論を通して，今後の特  

設Glの方向性として，以下のような研究テーマの提  
案に至った．   

研究題目：共生封ヒを志向する観光情報サイトの構築  

に関する研究   

【目的】   

本研究では，拡大するインターネット上の巨大な情  
報空間で提供される観光情報を対象にして，情報の収  
集・分析技術，観光情報ビジネスモデルの提案，なら  
びに進化する観光情報サイトの構築・評価に関する研  

究開発を行う．この成果を観光情報以外の対象分野に  
も適用できる普遍的方法論として発展させる．  
【なぜ観光情報か】   

本研究ではインターネット上の情報において，特に  
観光情掛こ着目する．観光情報とは，その要素情報と  
して，食・住・遊・交通情報等を含む包括的情報であ  
る．観光情報はインターネット上で流動性の高い“生  
きだ’情報であることに加え，観光情報そのものが実  
社会の観光に影響を及ばす．この意味で，実社会とサ  
イバー社会は共生している．従って，観光情報を提供  
するサイトlお甜会と共生し，進化するものでなけれ  
ばならない．これらの性質は他の対象分野においても，  
本質的なものであり，観光情報から得られた知見が適  
用できると考えられる．  
【本研究の位置付け】   

科学的な観光の研究は19世紀末に始まり，1930年  
代ドイツ・スイス・オーストリアでは，経済学的な研  
究に加えて，社会学的な観光研究が盛んになった．ま  
た，日本においても19紛年日本観光研究学会が設立さ  
れ，学術的な研究が開始された．現在では，血or  
加ismR矧即血のほか30誌ほどが国際ジャーナルと  

して刊行され 世界的に見て観貯勒†盛んになっ  

てきている．観光学研究は実践的な課題に動機付けら  
れており，研究対象が複合的で学際的な接近が必要で  
ある．近年は情報学的観点からの研究が特に必要とさ  
れているが，実際にはほとんどなされていないのが現  
状である．  

【研究内勾   

本研究では，以下の尉掛こ従って最終的に，北海道  
観光における統合ビジネスモデルに基づく実験サイト  

の立ち上げを目標に，以下の段階で研究を行っていく．  
（1）提供されている観光情報の収集と分析   

ロボット型検索による観光情報サイトの収集   

W払マイニング技術に基づくサイトの分析  
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